
 

アンデスの家ボリビア Instore Live 

橋 本  仁  × 岡 田 浩 安 

2022 年 5 月 22 日（日） 14：30 OPEN 15:00 START 

￥2,500 ＊事前予約制（MAX11 名） 

 

  ・マスクの着用、入場時の検温と手指消毒にご協力ください。 

・換気をしながらの生音ライブです。温度調節できる服装でお越しください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                                                                               

  

                                                                                            

  

【ご予約はメールにて】アンデスの家ボリビア（福岡） ✉csdebolivia@gmail.com 

岡田浩安（Hiroyasu Okada） 

サンポーニャ奏者。サンポーニャのほかケーナやギターなど

管楽器、弦楽器ともにこなすマルチプレーヤーでもある。 

高校時代からフォルクローレを学び、87 年に橋本仁氏と

「MAYA」を結成。現在も全国で演奏活動を行う。 

91 年から約 1 年半ボリビアに滞在し、現地で数多くのグルー

プとのセッションを経験する。 

自身のオリジナル曲を中心にしたユニットや、桑原健一氏、

秋元広行氏との「3 人アンデス」のほか、幅広いジャンルの

ミュージシャンとのセッションも行っている。 

橋本仁（Hitoshi Hashimoto） 

ケーナ奏者。日本を代表するフォルクローレグループＭＡＹＡの 

リーダー。自らケーナを制作し、独自の演奏スタイルを追求して 

きた。音の魂は時として鬼気迫り、垣間見える彼方の地平へと、 

聴く者を誘い込む。  

1975 年よりグループ「橋本仁とその仲間」で、ケーナなど 

アンデスの楽器による演奏活動を始める。81 年には本格的な 

ボリビアスタイルの演奏を目標とした「ボケチャギサ」を結成。 

87 年、岡田浩安等と共に「MAYA」を結成。コンセプトを絞り、 

プロへと転向する。以後、MAYA として 8 枚のアルバムを制作、 

「溢れる熱い涙」「生きない」などの映画音楽の製作など活動は 

多岐にわたる。 

 


